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福島第一原発事故の「IF」

設置された４つめの巨大なタンクから、格納
容器の上部に直接水をかけて水蒸気の形で熱
を運び去ると共に、格納容器の内部では、炉
心から上がってきた水蒸気が、格納容器の冷
やされた天井に当たって凝結して水になり、
再び炉心に降り注ぐようになっています。
　あるいは、さらに新しい第３世代プラスの
炉として開発中の「ベルベット型原子炉」は、
気化して水蒸気になる水で核燃料を冷却する
のではなく、爆発が起こりにくいガスを使っ
て冷却をします。また、この炉は、イザとい
う時には、核燃料となる放射性物質を多数の
小さな粒にして、核分裂のスピードを抑制す
る黒鉛（グラファイト）玉の中に埋め込むよ
うになっているので、燃料棒が溶けて流れる
危険も自動的に防げるようになっています。
　つまり、もし、福島第一原発が、上記のよ
うな非常時に電源も海水ポンプも使わずにす
む方式の炉や、重力や凝結といった自然の力
を使って燃料の加熱を防ぐ新世代の炉、つま
り、受動的安全性を備えた炉に据え替えられ
ていたならば、先ず事故は起こらなかっただ
ろうし、万が一事故が起きても、あのような
惨事にはならなかったと思われるのです。
　たとえば、1964 年に開業した新幹線が大
事故もなく現在に至るのは、精緻なメンテナ
ンス・保守点検や部品の更新がなされている
こともさることながら、最初の０系の車両か
ら続いて 300 系、500 系、700 系と、次々と
新しい車両を投入してきたからです。一定の
走行距離を記録した車両を引退させて、新し
い技術を導入した車両に取り替えてきたので、
大事故を起こさずに今日まできているのです。
　換言しますと、福島第一原発でも、建築時
に 20 年程度と考えられていた炉の寿命を引き
延ばさずに、当初の計画の年限で廃炉にして、
新しく作られる予定だった７、８号機を、新し
い方式・技術で建設することを、何よりも優
先するべきだったのです。その古い炉を新し
い炉に作りかえることを誰か（会社？ / 反対
派？ / 世論？）が阻止したこと、また、誰も

（政府？ / 経営者？）がその反対を超えて新し
い炉に切り替えようとしなかったこと、それ
が原発事故を防げなかった最大の要因であり、
各々が反省すべき点だと思うのです。

　「もしもこういう備えがあったならば、福島
第一原発の事故は防げただろう」という「IF」
は幾つもあります。
　たとえば、電源設備関係では、①福島第一
原発に北海道の泊原発にあるような鉄筋コン
クリート製の受電施設があれば、送電鉄塔の
倒壊による電源喪失が防げた。②過般型のガ
スタービン発電機を高所に配備していて、非
常用ディーゼル発電機が故障した時にすぐに
差し向けていれば、電源喪失は短時間ですん
だ。（福島第一では、事故発生後にガスタービ
ン発電機が米国から空輸されました。）③非常
用ディーゼル発電機が空冷で、機密性が高い
原子炉建屋に設置されていれば、津波で構内
が冠水しても電力の喪失は回避でき、その電
源で非常用冷却装置が働いて事故を防げた。
というような「IF」があります。
　冷却装置についていえば、①坂下ダムから
の取水設備の耐震性がしっかりしていれば、
原子炉への注水がスムーズに行われた可能性
があった。②格納容器のガスを配管で導いて
水素を強制的に燃焼させる非常用処理装置が
正常に動いていれば、水素爆発によるがれき
の飛散や放射性物質の拡散がなく、炉を冷却
するポンプの復旧が容易にできた。というよ
うな「IF」があります。
　また、その他にも、ベントをする弁に放射
性物質除去フィルターがついていれば、早い
時期にベントをする決断ができ、炉の圧力が
低いうちに注水して、燃料棒の露出を抑えら
れたであろう、という「IF」もあります。
　しかるに、最大の「IF」は、福島第一原発
の原子炉が、1971 年製の BWR-3（Mark-1）
という一番初期に作られた古い型のものでな
く、「最新技術による新世代の原子炉に取替え
られていれば事故は防げた」というものです。
　たとえば、第３世代型と呼ばれる炉の一つ
である「AP100 型」は、上部がドーム型の鋼
鉄製の原子炉格納容器の内部に３つの緊急給
水タンクが設置されていて、電源が失われる
とそのバルブが開いて、炉心と緊急給水タン
クとの圧力・温度差によって、タンクの水が
原子力圧力容器に流れ込み、燃料棒を冷却す
るシステムになっています。その上に必要な
らば、コンクリート製の原子炉建屋の屋上に


